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目的　前報に?1 わ叱ﾚﾍﾞ 、氷飯のズトしスースドレイン 曲線、しステクラス曲線、

定荷載下のストレバン曲線牛･二 ゐ米徊り）レオリダ方ル層物性にっレヽて 呑郷

査､し、后々の味t 持性乙砂肉圭 を俘 んとした。
is rk　北斑垂から 九-HI ､こわたb 全部S 地s. のい 年度産米2 今種 ぐ試行全量i^S

Ｊ）を前税I'itって氷飯 となレ、テ>     ラロン皿型, 試作 スト- 1／イ> 械恥

々in りの胤動学的性領を舗互レた。
球簑　右れ飯の乙ステリラス曲線、趨和曲線、く0 il し荷重曲線辱カリ 、快 味米･ｽ
ど降伏湊荷皇 、ヤング率、塑叱位手量、緩和時同, 弾力性響かI小て≒ 破壊そ, 付jわこ

いﾚV 一秀は尺であっ≒　 また、塑性仕争量り 寸希エハレギ一周口t I-ﾌ 卸関圈係が
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右農飯 の怖征は臣像、政、軟吸寄の相違力`φ概ぬ十練類の/リ ーグに分瀕さ孔か。
定荷象千の玄曲繊ヵヽ削 硬、軟 貨氷 水飯/i そ仇ぞれ も、1 卑 寮よりなゐかﾀ 的゙毛デ･1/

とL て挙幼し、弾力性ヒ玄㈲､こli r  ＝－び?牡 丿相圃副係 が認∂p われた。


